
JP 2012-512062 A5 2012.11.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成24年11月15日(2012.11.15)

【公表番号】特表2012-512062(P2012-512062A)
【公表日】平成24年5月31日(2012.5.31)
【年通号数】公開・登録公報2012-021
【出願番号】特願2011-541253(P2011-541253)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/32    　　　Ｅ
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月25日(2012.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの層（Ａ）が、４～１０重量％のヘキセン－１を含み、１～１０ｇ／１
０分のメルトフローレート（ＭＦＲ、ＩＳＯ－１１３３にしたがって２３０℃／２．１６
ｋｇで測定）を有するプロピレンとヘキセン－１とのコポリマー（Ａ１）を含み；少なく
とも１つの層（Ｂ）が、２０モル％以下のＣＨ２＝ＣＨＲα－オレフィン（式中、ＲはＣ

１～Ｃ１０アルキル基である）を含み、０．８８～０．９４５ｇ／ｃｍ３の密度を有する
エチレンと１種類以上のＣＨ２＝ＣＨＲα－オレフィンとのコポリマー（Ｂ１）を含む；
多層フィルム。
【請求項２】
　コポリマー（Ａ１）が、ＩＳＯ－１１３５７－３にしたがって、２０℃／分の加熱速度
を用いて示差走査熱量測定によって測定して１２５～１５０℃の融点を有する、請求項１
に記載の多層フィルム。
【請求項３】
　コポリマー（Ａ１）が２５重量％以下の室温におけるキシレン中の溶解度を有する、請
求項１または２に記載の多層フィルム。
【請求項４】
　ダブルバブルプロセスを用いてコポリマー（Ａ１）及び（Ｂ１）を共押出することによ
って得られる、請求項１～３のいずれかに記載の多層フィルム。
【請求項５】
　コポリマー（Ｂ１）中のα－オレフィンが、プロピレン、ブテン－１、ペンテン－１、
ヘキセン－１、４－メチル－１－ペンテン、及びオクテン－１から選択される、請求項１
～４のいずれかに記載の多層フィルム。
【請求項６】
　包装のための請求項１～５のいずれかに記載の多層フィルムの使用。
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